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高周波回路の解析・設計理論の整備と対応ソフト開発 




Construction of high frequency circuit analysis/synthesis theory   
and development of the corresponding software 
 























展開と整備：担当は許 瑞邦 客員教授． 
（２）平面回路理論による回路合成と実際：担当は武田重
喜客員教授（企業で多くの実装経験をもつ）．  
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る超高速WPAN（wireless personal area network），超
低消費電力のセンサネットワークと，準ミリ波帯（22 ～ 













































イビジョンTVカメラ用としてもUltra Wide Band (UWB) 
無線システムが期待されているが，回路素子の高周波駆


























                          
４．これまでの研究成果  
新しい通信システムの UWB 通信（超広帯域通信）に
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3 年毎更新で 2 期目2011 年、所長交代（松浦春樹）、現在3
期目半ばである。研究課題は一貫して「映像記録型ドライブ
レコーダーによる大規模データ収集システム構築と事故原
図１交通事故の現状 死者：4,113 人、負傷者：711,134 人、
人身事故：573,842 件（国土交通省、2014） 
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